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部会長が時間 を取って下さったので、

極力御出席下 さいます よ う。

公益財団法人 協和協会
時代を刷新する会

両団体会長代行 岸 信夫 衆議院議員

両団体政治経済部会長 大 野 松 茂

両団体 専務理事 清原淳平

政 治 経 済 部 会 の お知 らせ （第2。。回）

日 時 平成31年2月19日 （火）午後1時 半～午後3時 半

場 所 衆議院第一議員会館 地下1階 第2会 議室

千代 田区永 田町2－2－1

◇国会議事堂前駅 （丸 の内線 ・千代 田線）①番 出口より2分 、永 田町駅 （有楽町線、・半蔵

門線）①番出 口より下車5分 。 当 日、午後1時 より、議員会館入 り口にて通行証 を差

し上 げます。

挨 拶 部会長よ り 「政治経済につ いて想 うこと」

大野松茂元衆議院議員 ・内閣官房副長官 （政策担当）

議 題1、 その後に寄せ られた新規課題 について、提案者 より、順次、趣 旨説明

2、 新旧併せてどれか ら審議す るか、その順序 を決める意見交換

3、 大野松茂政治経済部会長のま とめ

☆ 資料代 として、金500円 をいただきます。

来る、2月19日 （火）午後1時 半～3時 半 の政治経済部会 に

当方のFAXO3－3507一8587

A、 出席す るB、 欠席す る （いずれかに○印）

御芳名

貴方様のFAX 謙

国会のテ ロ対策のため、警備か らの要請 によ り、原則会員 （及び議員 ・秘書）。

非会員で御参加希望の方は、2日 前までに履歴書を御送付 くだ さい （非会員は2千 円）

当 日連絡先080－8836－6203（ 重 田）08〔｝－9292－262e（高津）

「公 益 財 団法 人 協 和協 会」 事 務局 ・短03－3581－1192FAXO3－3507－8587

「時 代 を刷 新す る会」 事務 局 ・［RiLO3－3272－4320 、EメWVkiyohara＠jidaisassin．jp

t

政 治 経 済 部 会 1月29日 の 御 報 告

○ 大野松茂政治経済部会長より年頭挨拶

本年はここまで、平穏な日が続いている。このまま1年 を過 ご したいところだが、問題は山積

している、安倍総理の施政方針演説で今年10月 の消費増税を明言された ことでもあり、景気は

どうなるのか。限られた予算をどう使 うか。厚労省の毎月勤労統計不正問題は収束するのか、日

韓関係の修復、日ロ平和条約の行方などがある。ただ、米 ・仏 ・英など世論が割れ、混迷する諸

国に比べれば、安倍政権は安定 しているといえよう。春に統一地方選、夏に参議院選挙を控えて

いるが、安定した政権基盤のもとで、一貫 した政策を実行 していただけることを期待 している。

◎ 新規課題の提案理由説明及び意見交換 、

多村繁樹委員 （前回欠席のため） °

①日本経済について 財務省はじめ1300兆 円の借金があると大騒 ぎだが、他方、日本には、

個人金融資産が1800兆 円、企業余剰金が446兆 円、海外純資産が328兆 円、外貨準備高

が100兆 円以上あり、2018年 の税収 も13兆 円増の見込みなので、 日本国が破綻する心配

は全 く、ない。したがって、少子高齢化に伴う社会保障費の急増や自然災害に対する国土強靱化対
カビ

策、 そ して緊迫す る日本防衛 のための軍事費 に、費用 をっ ぎ込 むべ きだ。諸外 国 との税収比較 で∴

も、個人 所得税 な どは、 アメ リカな どと比 べて まだ まだ低 い、 日本企業 の内部留保 も大 きいので、

法人税 を も っと上 げ るべ きだ。

②韓 国 と北朝鮮 の統一化 を憂 うる も し南北統一 した ら、北 の核戦力 と南の軍事力 とで、 そ し

て 中国を後 ろ楯 と して、 日本 を攻 撃 して くるに違 いな い。 その対 策 を急 ぐべ し。

③今回 の米 中貿易戦争 日本 は どの よ うな影響 を うけるか。 中国通の方 の話 が聞 きたい。

④ ヨーロ ッパが激動 して いる。 ブ レグ ジ ッ ト （イギ リスのEUか らの離脱 ）問題、難民移 民流入 問

題 、 メル ケル独首相 の202工 年 退陣 問題 な ども、知 りたい。

⑤野党 への要望 野党 は、あ らゆ る分野で時代遅 れ の言動 が多 い。安全保障政策な ど欧米並 に

協力 して対処 で きな いのか。

⑥入管法 の改正 そ のため、結果 的 に中国や朝鮮半 島か らの出身者が大量 に流入 す るのを恐

れ る。 ヨー ロ ヅパ の よ うな、難民 ・移民 による社会混乱 にな らないよ うに してほ しい。

〔寸 評 清原 よ り〕上記 の① につ いて そ うい う考 えがあ る ことは知 られて いる。 しか し、

個人資 産 は人 生100年 時代 の老後 の蓄えで もあ り、企業余剰金 も経済変動期 に備え、 かっ外資

に制圧 され ない備えで もあ り、また良 き投資先 を捜 す必要 もあ る。それを無理 に取 り上 げ るわ け

にはゆかな い。海外 資産 も外貨準備金 も、 日本経済 が大 きいだ け に、世界 恐慌や経済 シ ョックに

備 え なければ な らな い。国家経済の収支 は、 無視すべ きで はな く、尊重 されなければな らない。

その他②以 降 にっ いて も、 清原 か ら、多少 の寸 評が あ った。

井部秀 恭委 員 ＝特 に、 「人 口減対応 の労働戦 略 にっ いて」 と して、 ］）IMFの 年次報 告の 中

で、 日本 は急速 な少子高齢化 によ り、GDPが2057年 まで に半分 にな ると指摘 。外国人労働者 を

入れ るに して も多民 族国家 にな る恐れ あ り。国家戦 略 と して その対策 を急 ぐべ きだ。

2） そ の対 策a、 外 国労働者 を入 れ ると、労働 力や賃金で、 日本人 と競争 とな るので は ？

b、 賃金 の高 い都市部 と、 賃金の低 い地方 との格差 問題 を ど うす る ？c、 外国人労働者 との融

合 ・共 生策 を ど うす るか。 なお、2月19日 に も、補正提案 を出 され るとの こと。

田中勝 委員 一 特 に 「米 中新冷戦 の中で、 日本 は、 対米 と対 中の距離感を いか に保つか ？」 と し

て、 その対処方法 とと もにその理 由を提起 され た。 これ もさ らに検 討を深めたい。 以上
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